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県
政
だ
よ
り

新
潟
県
監
査
委
員
と
し
て

昨
年
五
月
に
花
角
知
事
よ
り
新
潟
県
監
査

委
員
の
辞
令
を
受
け
監
査
委
員
を
務
め
て
お

り
ま
す
。
監
査
委
員
は
、
県
議
会
議
員
か
ら

私
小
島
義
德
と
秋
葉
区
の
小
島
晋
県
議
の
二

名
が
専
任
さ
れ
、
他
に
常
勤
の
八
木
浩
幸
代

表
監
査
委
員
と
岡
俊
幸
監
査
委
員
の
四
人
で

新
潟
県
の
全
て
の
監
査
を
実
施
し
ま
す
。

主
に
令
和
四
年
度
の
新
潟
県
普
通
会
計
決

算
内
容
と
企
業
会
計
決
算
内
容
を
監
査
し
、

加
え
て
今
年
は
、
令
和
四
年
度
新
潟
県
内
部

統
制
評
価
報
告
書
に
つ
い
て
の
監
査
も
行
い

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
監
査
を
終
え
た
後
に
は

花
角
知
事
に
監
査
委
員
と
し
て
の
意
見
書
を

提
出
し
ま
す
。

県
行
政
は
、
本
庁
の
他
出
先
が
三
八
〇
箇

所
ほ
ど
あ
り
、
四
人
の
監
査
委
員
で
分
担
し

実
施
し
ま
す
。
議
会
日
程
以
外
は
大
半
監
査

業
務
が
入
り
、
出
先
の
監
査
業
務
は
、
私
と

担
当
職
員
が
県
内
各
現
場
に
出
向
き
ま
す
。

各
地
域
振
興
局
長
や
部
長
、
所
長
、
病
院

長
、
学
校
長
、
署
長
等
出
先
の
責
任
者
や
各

職
員
に
説
明
を
求
め
、
主
に
税
が
有
効
に
使

わ
れ
て
い
る
か
、
も
っ
と
良
い
方
法
は
な
い

か
を
監
査
し
ま
す
。

監
査
委
員
は
職
務
権
限
を
持
つ
反
面
守
秘

義
務
が
課
せ
ら
れ
、
五
月
ま
で
の
任
期
中
は

本
会
議
の
一
般
質
問
や
委
員
会
質
問
を
す
る

こ
と
を
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
県

と
な
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

五
泉
市
の
中
心
市
街
地
の
混
雑
の
緩
和
、

村
松
方
面
か
ら
安
田
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス
時

間
の
短
縮
、
消
防
活
動
困
難
地
域
の
解
消
及

び
緊
急
輸
送
道
路
網
の
強
化
を
目
的
と
し
た

都
市
計
画
道
路
三
、
四
、
五
東
南
環
状
線
が

令
和
六
年
度
の
降
雪
期
前
に
完
成
。
こ
の
事

業
は
五
泉
市
南
本
町
か
ら
赤
海
ま
で
の
事
業

延
長
一
・
四
六
九
ｍ
、
全
幅
員
一
六
ｍ
、
事

業
費
四
三
億
五
千
万
円
の
県
が
実
施
し
た
街

路
事
業
で
す
。
跨
線
橋
の
上
部
工
、
消
雪
パ

イ
プ
、
付
属
物
の
工
事
が
完
了
す
れ
ば
供
用

開
始
と
な
り
ま
す
。

新
潟
県
の
湛
水
防
除
事
業
に
よ
る
桑

山
川
排
水
機
場
が
令
和
六
年
五
月
に
竣

工
予
定
と
な
っ
た
。本
排
水
機
場
は
、平
成

二
九
年
度
に
事
業
採
択
を
う
け
、受
益
面
積

一
一
〇
・
七
ha
、総
工
費
一
八
億
三
九
百
万
円
。

排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
能
力
は
、
直
径
千
㎜

管
で
毎
秒
二
・
三
㎥
の
ポ
ン
プ
を
二
台
稼
働

す
る
こ
と
で
毎
秒
四
・
六
㎥
の
排
水
能
力
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
排
水
機
場
が
完
成
す
る

と
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
降
水
期
の
冠

水
被
害
を
防
止
で
き
る
。

令
和
六
年
度
五
月
竣
工
予
定

桑
山
川
排
水
機
場

令
和
六
年
度
降
雪
期
前
竣
工
予
定
　
　

都
市
計
画
道
路
　
東
南
環
状
線

東南環状線 跨線橋上部工東南環状線 跨線橋アプローチ

桑山川排水機場

監査委員辞令交付
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所属委員会 産業経済常任委員会
 防災・脱炭素社会づくり特別委員会

小島義徳 書

黄金 KAIDO ルート図

令
和
六
年
一
月
二
三
日
か
ら
二
五
日
ま

で
、
産
業
経
済
委
員
会
の
県
外
行
政
視
察
に

参
加
。
視
察
先
は
、
静
岡
県
、
愛
知
県
、
三

重
県
の
行
政
及
び
企
業

■
令
和
六
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
人
口
減

少
問
題
対
策

〇
社
会
全
体
で
結
婚
や
子
育
て
を
支
え
る
環

境
づ
く
り

〇
働
き
方
改
革
や
女
性
活
躍
な
ど
県
内
企
業

等
の
魅
力
向
上

〇
起
業
・
創
業
な
ど
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
支
援

〇
地
方
へ
の
人
や
企
業
の
流
れ
を
確
実
に
呼

び
込
む

〇
新
潟
で
の
暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上
を
図
る　

〇
新
潟
の
魅
力
・
強
み
を
戦
略
的
に
発
信

す
る

〇
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
迅
速
な

復
旧
・
復
興
に
向
け
、
被
災
さ
れ
た
方
々

の
住
ま
い
の
確
保
な
ど
生
活
再
建
を
支
援

・
住
宅
の
応
急
的
な
修
理
に
要
す
る
経
費
や

生
活
再
建
の
た
め
の
支
援

・
応
急
的
な
貸
付
、
民
間
金
融
機
関
か
ら
の

借
入
に
対
す
る
市
町
村
の
利
子
補
給

〇
被
害
を
受
け
た
事
業
者
の
事
業
継
続
・
再

開
等
を
支
援

・
中
小
企
業
等
の
施
設
、
設
備
や
商
店
街
等

の
商
業
基
盤
施
設
の
復
旧
等
に
係
る
経
費

を
支
援

・
震
災
に
よ
り
新
た
な
借
入
を
必
要
と
す
る

中
小
企
業
等
の
金
利
負
担
軽
減
支
援

・
震
災
に
よ
り
落
込
ん
だ
観
光
需
要
の
回
復

や
風
評
被
害
払
拭
の
た
め
の
旅
行
・
宿
泊

料
金
の
割
引
支
援

・
農
協
が
所
有
す
る
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
等
の
共
同
利
用
施
設
の
復
旧
支
援

・
地
震
・
津
波
等
を
受
け
た
水
産
関
係
設
備

や
漁
船
等
の
復
旧
支
援

・
き
の
こ
施
設
の
復
旧
支
援

・
社
会
福
祉
施
設
等
の
災
害
復
旧
事
業
に
要

す
る
経
費
の
補
助

・
県
指
定
文
化
財
の
保
存
修
理
等
に
要
す
る

経
費
や
、
国
指
定
・
選
定
文
化
財
や
登
録

有
形
文
化
財
の
災
害
復
旧
等
に
要
す
る
経

費
の
支
援

■
静
岡
県
議
会

〇
黄
金
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組

に
つ
い
て

二
〇
二
一
年
に
中
部
横
断
自
動
車
道
の
山

梨 

｜ 

静
岡
間
が
全
面
開
通
。
中
央
日
本
四
県

（
新
潟
県
、
長
野
県
、
山
梨
県
、
静
岡
県
）

を
日
本
海
か
ら
太
平
洋
ま
で
横
断
す
る
高
速

道
路
が
開
通
。
こ
の
四
県
を
「
山
の
洲
（
や

ま
の
く
に
）
」
と
称
し
て
観
光
や
食
な
ど
の

分
野
で
連
携
し
、
多
様
な
取
組
を
実
施
。
山

の
洲
に
あ
る
日
本
一
の
金
産
出
量
を
誇
っ
た

佐
渡
金
山
と
土
肥
金
山
（
静
岡
県
）
な
ど
を

結
ぶ
陸
路
と
海
路
を
「
黄
金
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
」

と
新
た
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
、
地
域
の
観
光
誘

客
を
一
体
的
に
促
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

産
業
経
済
委
員
会
県
外
行
政
視
察

★
令
和
六
年
度
当
初
予
算
額

一
兆
二
八
七
二
億
円

★
令
和
五
年
補
正
予
算
と
合
わ
せ
た
額

一
兆
三
六
五
八
億
円

■
県
民
生
活
や
県
内
経
済
が
直
面
す
る
足
元

の
課
題
へ
の
対
応

〇
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
の
住
ま
い
の
確

保
と
生
活
再
建
を
支
援

〇
災
害
を
受
け
た
事
業
者
等
の
事
業
継
続
・

再
開
等
の
支
援

■「
住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ
し
の
新
潟
県
」の

実
現
に
向
け
た
重
点
取
組

〇
子
育
て
に
優
し
い
社
会
の
実
現

〇
脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換

〇
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
推
進

〇
一
段
加
速
し
た
防
災
・
減
災
対
策
推
進

〇
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

〇
地
域
医
療
の
確
保
と「
健
康
立
県
」の
実
現

〇
原
子
力
防
災
対
策
の
推
進

〇
意
欲
あ
る
企
業
等
へ
の
支
援
に
よ
る
県
内

産
業
の
活
性
化

〇
起
業
・
創
業
の
推
進

〇
付
加
価
値
の
高
い
持
続
可
能
な
農
林
水
産

業
の
実
現

〇
地
域
の
産
業
を
支
え
る
人
材
の
確
保

〇
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り

〇
多
様
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た
交
流
人
口

の
拡
大　

〇
更
な
る
拠
点
性
向
上
に
向
け
た
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備

〇
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り

〇
将
来
の
夢
や
希
望
を
育
み
か
な
え
る
教
育

の
推
進

令
和
六
年
度
当
初
予
算
の
主
な
内
容

地
震
災
害
へ
の
対
応

物
価
高
騰
へ
の
対
応

今
年
令
和
六
年
甲
辰
年

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
・
物
価
高
騰
の
影
響
に

よ
り
落
込
ん
だ
県
内
経
済
の
回
復
に
向

け
、
協
同
組
合
や
商
工
団
体
等
が
行
う
消

費
喚
起
等
の
取
組
を
支
援

・
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
県
内
中

小
企
業
等
が
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
行

う
Ｄ
Ｘ
や
脱
炭
素
、
生
産
性
向
上
に
関
す

る
取
組
を
支
援

・
県
内
中
小
企
業
等
や
社
会
福
祉
法
人
、

医
療
法
人
、
学
校
法
人
、
農
林
水
産
業
者

等
が
行
う
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入

を
支
援

・
飼
料
価
格
高
騰
に
よ
り
経
営
が
逼
迫
し
て

い
る
酪
農
家
へ
の
負
担
軽
減

金鶏金山（長野）
湯之奥金山（山梨）
もあります!


